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【
質
問
】
「
生
活
保
護
を
求
め
た
が
相
談
だ

け
で
受
け
付
け
て
く
れ
な
い
」
な
ど
の
訴
え

が
多
く
あ
り
、
府
か
ら
、
各
福
祉
事
務
所
に

「
申
請
権
」（
生
活
保
護
法
第
２
条
資
料
①
）

を
侵
害
す
る
こ
と
な
く
適
正
に
行
う
よ
う

通
達
が
出
さ
れ
て
い
る
。
通
達
内
容
の
「
申

請
権
の
侵
害
」
に
つ
い
て
ど
う
解
釈
す
る
の

か
。

【
答
弁
】
申
請
の
意
思
が
明
確
に
も
関
わ
ら

ず
申
請
用
紙
を
渡
さ
な
い
、
申
請
さ
せ
な
い

こ
と
が
「
申
請
権
の
侵
害
」
で
あ
る
と
考
え

る
。
申
請
前
の
面
接
相
談
は
生
活
状
況
を
把

握
す
る
上
で
必
要
と
考
え
て
い
る
。

【
意
見
】
相
談
と
言
い
な
が
ら
「
子
ど
も
に

扶
養
し
て
も
ら
え
な
い
の
か
」
ま
た
、
「
持

ち
家
や
車
は
認
め
ら
れ
な
い
」
な
ど
と
「
申

請
権
の
侵
害
」
と
な
る
よ
う
な
発
言
を
す
る

こ
と
が
あ
れ
ば
問
題
で
あ
る
。

相
談
者
の
「
申
請
権
」
を
保
障
し
、
申
請

生
活
保
護
は
、
憲
法
25
条
の
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」
を
保
障

す
る
制
度
で
す
。
経
済
的
に
困
っ
た
時
に
、
誰
も
が
申
請
で
き
、
要
件
に
合
え
ば
、

受
給
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

一
般
質
問
で
中
上
議
員
は
、
生
活
保
護
の
「
申
請
権
」
の
保
障
と
、
「
持
ち
家
」

高
齢
者
の
保
護
受
給
抑
制
に
つ
な
が
る
新
制
度
導
入
の
中
止
を
求
め
ま
し
た
。

扶
養
の
有
無
な
ど
の
事
情
調
査
は
生

活
保
護
の
申
請
後
に
す
べ
き

【
質
問
】
65
歳
以
上
で
年
金
の
な
い
夫
婦

が
、
病
気
で
蓄
え
も
底
を
つ
き
生
活
保
護

課
に
生
活
援
助
を
求
め
た
が
、
自
宅
を
担

保
に
し
て
お
金
を
借
り
る
よ
う
に
言
わ

れ
、
大
変
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
帰
ら
れ
た
。

国
は
今
年
の
4
月
か
ら
、「
持
ち
家
」
の

高
齢
者
に
対
し
、
自
宅
を
担
保
に
し
た
貸

付
制
度
を
進
め
て
い
る
が
内
容
は
。

【
答
弁
】
リ
バ
ー
ス
モ
ゲ
ー
ジ
（
要
保
護

世
帯
向
け
長
期
生
活
支
援
資
金
貸
付
制

度
）
で
あ
る
。「
持
ち
家
」
を
所
有
す
る
要

保
護
の
高
齢
者
に
対
し
、「
持
ち
家
」
を
担

保
（
生
活
保
護
法
4
条

資
料
②
）
と
し

て
生
活
資
金
の
貸
付
を
社
会
福
祉
協
議
会

が
行
う
も
の
で
あ
る
。
貸
付
終
了
後
、
生

活
保
護
へ
の
移
行
は
可
能
で
あ
る
。

【
意
見
】
こ
の
制
度
は
、「
５
０
０
万
円
以

上
」
の
資
産
価
値
が
あ
る
「
持
ち
家
」
高

齢
者(

65
歳
以
上)

が
対
象
で
あ
る
。
資
産

活
用
と
い
う
こ
と
で
、
生
活
に
困
っ
た
高

齢
者
が
家
を
手
放
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
厳
し
い
運
用
は
、
住
む
権
利
や
生
き
る

権
利
へ
の
侵
害
に
あ
た
る
。

そ
し
て
、
制
度
が
す
す
む
と
、
就
学
援

助
制
度
や
国
保
・
介
護
保
険
な
ど
の
減
免

対
象
か
ら
「
持
ち
家
」
の
人
を
排
除
す
る

危
険
が
あ
る
。

日
本
共
産
党
は
、｢

持
ち
家｣

の
高
齢
者

を
生
活
保
護
か
ら
排
除
す
る
た
め
の
制
度

に
反
対
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
制
度
は
、

法
律
上
拘
束
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

「
持
ち
家
」
高
齢
者
の
保
護
排
除
・
申
請

抑
制
に
つ
な
が
る
新
貸
付
制
度
導
入
に

反
対

＊
資
料
①

生
活
保
護
法
第
２
条
「
す
べ

て
国
民
は
、
要
件
を
満
た
す
限
り
、
保

護
を
、
無
差
別
に
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。」
申
請
の
段
階
で
拒
否
し
た
り
却
下

の
権
限
は
無
く
、
無
条
件
で
受
付
し
審

査
す
べ
き
で
あ
る
。

＊
資
料
②

生
活
保
護
法
第
４
条
「
資
産

の
活
用
は
保
護
の
受
給
要
件
に
な
る
」

と
あ
る
が
、
贅
沢
な
住
宅
で
無
い
限
り

「
最
低
限
度
の
生
活
維
持
」
に
活
用
す

る
こ
と
も
認
め
て
い
る
。
制
度
を
利
用

す
る
か
は
本
人
の
意
思
に
基
づ
く
も
の

で
あ
り
、
利
用
を
拒
む
世
帯
へ
の
申
請

拒
否
は
行
う
べ
き
で
な
い
。

生
活
保
護
に
関
す
る
要
望

●
国
基
準
（
保
護
世
帯
80
件
に
一
人
の
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
）
に
基
づ
い
た
職
員
の

増
員
配
置
で
、
職
員
が
誇
り
と
責
任
を

持
っ
て
、
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く

り
を
求
め
る
。

●
夏
の
温
暖
化
に
伴
う
ク
ー
ラ
代
や
冬
の

暖
房
代
な
ど
、
市
独
自
の
支
援
を
求
め

る
。

書
受
理
後
に
生

命
保
険
や
預
貯

金
の
有
無
、
相
談

者
へ
の
扶
養
の

有
無
に
つ
い
て

調
査
す
べ
き
で

あ
る
。

か
ら
、
交
野
市
に
制
度
導
入
の
中
止
を
求

め
る
。


